
 

令和４年度 福岡県「体験の風をおこそう」運動推進事業 

「HAKATA Kids EXPO」 

実施報告  

 

１ 趣  旨 

近年、社会が豊かで便利になるなかで、子どもたちの自然体験、社会体験、生活体

験などの体験が減少している傾向にある。「体験の風をおこそう」運動は、子どもの

健やかな成長に、体験がいかに大切かを広く家庭や社会に伝え、社会全体で体験活動

を推進する気運を高める運動である。 

普及・啓発活動の拡充、推進事業の展開、広報活動の強化により、福岡県内各地域

における本運動を推進し、体験活動の機会と場を充実させるため、当普及啓発イベン

トを開催する。 
 

２ 主  催   独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立夜須高原青少年自然の家 
 

３ 共  催   福岡県「体験の風をおこそう」運動推進実行委員会 
 

４ 特別協賛   コールマン 
 

５ 後  援   福岡県教育委員会・福岡市教育委員会 
 

６ 期  日   令和４年１０月１日（土）１０：００～１６：００ 
 

７ 対  象   家族 等 
 

８ 会  場   JR 博多駅前広場（博多口） 
 

９ 来場者数   ５２５家族 １，６０７人 

 

10 活動の実際 

○出展ブース 

・コールマン 

・飛鳥自動車株式会社 

・三菱広報委員会 

・国立阿蘇青少年交流の家 

・国立諫早青少年自然の家 

・福岡市立海の中道青少年海の家、背振少年自然の家 

・福岡 ECO 動物海洋専門学校 

・国立大隅青少年自然の家 

・北九州市立かぐめよし少年自然の家、玄海青年の家、もじ少年自然の家 

・福岡県立少年自然の家「玄海の家」 

・福岡県立社会教育総合センター 

・TSUYAZAKI BASE CAMP 

・一般社団法人 72 時間サバイバル教育協会 

・西日本新聞社 



・「早寝早起き朝ごはん」全国協議会 

・福岡県立英彦山青年の家 

・一般社団法人まほろば自然学校 

・株式会社未来工房 

・国立山口徳地青少年自然の家 

・国立夜須高原青少年自然の家 

○ステージ 

・恐竜くん 

・池田尚、道辻結那 
 

11 アンケート（自由記述） 

アンケートの自由記述では、「とても楽しかった」「また開催してほしい」「キャンピング

カーやキャンプグッズが見られてうれしかった」「恐竜くんのトークショーが見られてう

れしかった」などのご意見を多くいただいた。その反面、「日曜日まで実施してほしかった」

「キャンプ飯などの出展があればうれしい」「1 つ 1 つのブースが何をしているのか、また

並ぶ順番もわかりづらかった」「昨年のように公園の方が広くていい」といった要望などの

ご意見もいただいた。 
 

12 成果 

 博多駅前という人通りの多い会場でイベントを実施したことで、多くの人に参加いただ

いた。アンケートの結果からも、博多駅周辺にたまたま遊びに来ていたという回答が半数

を占めており、より多くのご家族に様々な体験を提供することができた。 

 国立、県立、市立の青少年教育施設や企業など、様々な団体にも出展いただき、様々な

機関と連携を図ることができた。 
 

13 課題 

 博多駅前という限られたイベントスペースの中で、前後のスペースが想像よりも狭く、

少し窮屈に感じたご家族もいたのではないかと考える。参加者のアンケート結果から、「公

園の方が広くて良かった」「並ぶ順番が分かりにくい」といったご意見があった。その結果、

今後の対策としては、ブースごとの前後左右を仕切るなどの検討を行っていきたい。 

また、他団体からの要望として、駐車場がないことや、搬入のしづらさが挙げられ、ほ

かの会場使用を検討していく必要があると考える。 

 さらに、ステージでは、スクリーンが見えにくいといった場面や、出展団体よりステー

ジの音量が大きいといった声も聞かれた。今後は、日の差し方や駅前の広告塔から流れる

音量に関することなど、事前に確認し、様々な状況を想定しておく必要がある。 

【本件担当】 

独立行政法人国立青少年教育振興機構  

国立夜須高原青少年自然の家 
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